
【４　月】

第１日 2022年 4月 30日 （土）

No. 1
1 2 3 4 5 6 7 計 （球審）

安打 （一塁）

12 （二塁）

安打 （三塁）

5 （記録）

先攻 （投） --- （捕）

後攻 （投） --- （捕）

　切符を手にした。

　　松阪高校は大量失点にもめげず、２番広瀬柊太・３番大塚真之介などの安打で反撃したが、及ばなかった。

　　三重県立四日市工業高等学校が２０１１年から１１開催連続（２０２０年は大会中止）優勝を果たした。

　四日市工業は初回２番藤森修希の中越え三塁打で先制し、４番三輪響稀（右越え２ラン）・５番安川煌（右越えソロ）の連続

　本塁打で加点。なおも攻撃の手を緩めず、四死球を挟み７番平井開の三遊間安打、藤森・３番水谷奏音のタイムリーなど

藤森　修希

(二塁打) 藤森　修希，水谷　奏音，武久　智也

　打者１４人の猛攻で大量点を挙げ、２回には打者一巡・３回にも打者１０人攻撃で出場選手全員得点を記録し東海大会への

(三塁打)

(二塁打)

（ 特 出 記 録 ） ＜天候：晴＞

(長打)
後攻

(本塁打)

【決勝戦評】 三重県立四日市工業高等学校　１１開催連続V！

1 0

先攻
(本塁打) 三輪　響稀(1回2ﾗﾝ)，安川　煌(1回ｿﾛ)

（バッテリー） ［勝:○，負:●］
○三輪　響稀，安川　煌

三重県立松阪高等学校

(三塁打)

水谷　奏音

●堀口　竜聖，山田　瑛斗，堀口　竜聖 村田　誉怜

21 浦野　健二
大堀　廣治

2 山中　治
谷岡　道人

３回得点差コールド
1

三重県立四日市工業高等学校 11 4 6
嶋村　明彦

三重県高体連ソフトボール競技　春季大会

兼東海高等学校総合体育大会ソフトボール競技（男子の部）県予選会

開催地： 三重県 亀山市

≪決　勝≫ 球場名： 東野公園ソフトボール場
チ ー ム 名 試合時間１：２２

－　１３　－


